
イグチ科の最新分類体系と北陸に産する種について 
種山裕一 

               
イグチ科に属する菌類は担子菌類の中でもよく

研究されている分類群であり、今世紀に入ってか

ら属の解体と新たな属の提唱が頻繁に行われてき

た。2024 年 6 月の時点で世界で 85 属が知られて

いる。それらの属が提唱された経緯、細分化に進

んだ理由、そして北陸に産するイグチがどの属とさ

れているのかを解説する。 
分子系統解析による分類の変遷 

今世紀に入ってから分子系統解析に基づく菌

類の分類体系の再構築が盛んに行われてきた。

Hibbett et al. 2007 では同年までに記載されてきた

高次分類群の整理と、新たな分類群（新門、新目）

が記載された。世界各地から 60 名以上の研究者

が共著者として名を連ね、日本からは保坂健太郎

先生、杉山純多先生が参加している。ここまでの

研究成果を受けて 2008 年日本菌学会菌類観察

会大山フォーレでは最新の分類体系を取り入れて

行われた。 
Binder & Hibbett 2006 では Boletales イグチ目

を網羅した系統解析を行い亜目の整理がなされた。

Suillus ヌメリイグチ属は従来 Boetaceae イグチ科

に置かれていたが、亜目レベルで異なる系統

Suillineae であることが示され、Strobilomyces オニ

イグチ属は従来 Strobilomycetaceae オニイグチ科

に置かれていたが、イグチ科に含まれることが示さ

れた。Nuhn et al. 2013 は Boletineae イグチ亜目を

網羅した系統解析を行い科と属の整理がなされ、

先行研究で記載された 45 属がリストされた。いく

つかの新属とすべきクレードが検出されたが、それ

らについての命名は行われなかった。Wu et al. 
2014 はイグチ科を網羅した系統解析を行い属の

多様性を示した。属に相当する 59 のクレードが検

出され、そのうち 22 は初めて認識されるものであ

ったが、ここでも新しい属の命名は行われなかった。 
2014 年から 2016 年にかけて活発に新属が提

唱され、その数は 28 属となった。中国から

Rubroboletus（Zhao et al. 2014）、
Pseudoaustroboletus（Li YC et al. 2014）、
Crocinoboletus（Zeng et al. 2014b）、Hourangia
（Zhu et al.2015）、Nigroboletus （Gelardi et al. 
2015b）が提唱され、さらに Wu et al. 2016a では自

身の論文 Wu et al. 2014 を根拠に新しい属 4 つ

Baorangia, Lanmaoa, Parvixerocomus, Rugiboletus
を提唱した。北米から Butyriboletus（Arora & 
Frank 2015）、ガイアナから Binderoboletus、
Guyanaporus、Singerocomus（Henkel et al. 2016）、
イタリアから Alessioporus と Pulchroboletus
（Gelardi et al. 2014a）、Cupreoboletus（Gelardi et 
al. 2015a）が提唱された。 

イタリアの Vizzini は菌類の学名データベースで

ある Index Fungorum の電子有効出版において、

Caloboletus （Vizzini 2014a）、Imleria （Vizzini 
2014b）、Cyanoboletus （Vizzini 2014d）、
Exsudoporus （Vizzini 2014e）、Neoboletus 
（Vizzini 2014g）、Hortiboletus と
Rheubarbariboletus （Vizzini 2015）を提唱した。ま

た、古くに記載されたまま現在では使われていな

い属名 Suillellus を復活させた（Vizzini 2014f）。こ
れらは先行研究で命名されなかったクレードに学

名を与えたものであり、電子有効出版の「素早く発

表できる」といった性質をうまく利用したものであっ

た。Index Fungorum の電子有効出版では

Imperator（Assyov et al. 2015）も提唱されている。 
さらに Wu et al. 2016b では 2014 年の研究をさ

らに拡張した系統解析が行われた。属レベルのク

レード 62 が検出され、中国産イグチ 32 属 100 種

を記載し、それらのうち新属が 4 属（Chiua, 
Hymenoboletus, Tengioboletus, Tylocinum）であっ

た。その後も 2024 年までに世界各地（中国、イン

ド、北米、オーストラリア、タイ、バングラデッシュ、

ブラジル、メキシコ）から 21 属が新属として提唱さ

れている。2025 年 6 月の時点で、地上生のイグチ

は 85 属となっている。 
最新の分類体系の概要 
図 1 は世界で知られているイグチ科の 85 属の

一覧で、国内の一般的な図鑑で用いられてきた

14 属を黄色で示してある。今世紀に入ってから 20
年余りの間に細分化が進み属の数が 6 倍に増え

ている。図 2 は従来の分類と最新の分類の対照表

となっている。かつてヤマドリタケ属 Boletus とされ

ていた分類群は 18 の属に分割され、アワタケ属

Xerocomus は 7 つの属、ニガイグチ属は 6 つの属、



ヤマイグチ属は 4 つの属に分割されている。ヌメリ

コウジタケ属 Aureoboletus 、キイロイグチ属

Pulveroboletus 、ウツロイイグチ属 Xanthoconium 、
コショウイグチ属 Chalciporus 、ザイモクイグチ属

Buchwaldoboletus 、キヒダタケ属 Phylloporus に
ついては、分割といった大きな変更はなされてい

ないが、所属する種については特にヌメリコウジタ

ケ属において色々と変更が加えられた。従来イグ

チ科ではなくオニイグチ科とされてきたヤシャイグ

チ属 Austroboletus 、キクバナイグチ属 Boletellus 、
ベニイグチ属 Heimioporus 、オニイグチ属

Strobilomyces は、すべてイグチ科に属するという

ことになった。 

 
 図 1 イグチ科属名一覧（国内の旧分類体系で使用されてきた属を黄色で示した） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
図 2 新旧分類体系の比較 

 
なぜイグチの属が多く記載されたのか 
図 3 は、Wu et al. 2016b に掲載された 8 ページ

に及ぶ系統樹を簡潔にまとめたものである。従来

のヤマドリタケ属、ニガイグチ属、ヤマイグチ属が

バラバラになりモザイク上に入り組んでおり、地下

生のイグチも点在していることが示されている。従

来の体系が全く通用しなくなったことにより、これら

をどう整理すべきかという課題が浮かび上がってく

る。例えば赤枠で示した一群が狭義のヤマドリタケ

属であると定義すると、かつてヤマドリタケ属であっ

た黄色で示したクレードはどうなるのか？同様に狭

義のニガイグチ属を定義すると、かつてニガイグチ

属であった水色で示したクレードはどうなるのか？

これらをすべて属として扱い学名を与えなければ

整合性が取れないということになってしまう。従って、

現状では細分化された体系を用いるしかないとい

うことになる。 
ここまでの細分化への道筋は、3 つから 4 つの

遺伝子座、LSU、tef1α、rpb1、rpb2 を用いた系統

解析に基づいてきた。2024 年に今後へ向けての

転換となる重要な論文が出版された。Tremble et al. 
2024 ではゲノムシーケンスを用いた系統解析を行

い、属レベルの分類を簡潔に整理できる可能性が

示された。ここで次のことが現状の細分化における



問題点として挙げられている。 
 
1）新属の命名について Vellinga et al. 2015 のガ

イドラインに従っていない 
  すべての属を単系統として確立できていない 
  地理的および分類学的サンプリングが不十分 
  タイプ種が欠落している 
  系統樹の枝に対する統計的裏付けが不十分 
2）多くの新しい属は属内の種数が少なすぎる 
 69 属 (62%) は 5 種以下 
 過去 5 年間に記載された 27 属のうち 5 種以上

を有するのは 1 属 
 11 属 (44%) は 1 属 2 種 
 11 属 (44%) は 1 属 1 種 
 
そして「新しい属名を増やすのではなく亜属を

定義し、属名をより包括的かつ一般的に適用でき

るようにする。現在受け入れられているすべての属

がサンプリングされた後の研究で取り組む。」とされ

ている。今後も属の再統合、亜属の定義などさらな

る変更がなされていく可能性が大きい。 
 

 

  
図 3 イグチ科の簡易系統樹 （枝の長さは正確でない。Wu et al. 2016 を参照して作成） 



 
表 1 北陸に産する種 40 属 71 種 （北陸に産すると予想される種を含む） 

 
 
 



北陸に産する種 
表 1 に種名一覧をまとめた。基本的に筆者の手

持ちの写真がある種となっているが、その数は 40
属 71 種となっている。以下、北陸のきのこ図鑑に

掲載されている種を中心に 15 属 28 種の具体例

を挙げていく。 
 
Amoenoboletus G. Wu, E. Horak & Zhu L. Yang 
2021  
ツブエノウラベニイグチ属 

日本から報告されたツブエノウラベニイグチをタ

イプ種として 2021 年に提唱された（Wu et al. 
2022）。世界で 6 種が知られ日本産は 1 種のみと

なっている。 
 
ツブエノウラベニイグチ （図） 
Amoenoboletus granulopunctatus (Hongo) G. Wu, 
E. Horak & Zhu L. Yang 

1967 年に本郷次雄博士により滋賀県産の標本

に基づき Boletus granulopunctatus として報告され

た（Hongo 1967b）。Wu et al. 2022 において新属

Amoenoboletus のタイプ種とされたが日本産標本

は解析に含まれていない。石川県能美市辰口、富

山県黒部湖、福島県川内村の標本を保管してい

るが、辰口産と他 2 つでは若干系統が異なってお

り、さらに調査を行う必要がある。 

 
 
Aureoboletus Pouzar 1957   
ヌメリコウジタケ属 
従来から知られてきた属で世界で 70 種ほどが

知られている。日本産の既知種はかつてはヌメリコ

ウジタケ 1 種のみであったが、近年、数種が他の

属から組み替えられており 5 種となっている。日本

産の不明イグチのいくつかが Aureoboletus の日本

未記録、未記載種であることが疑われているため、

今後その数は倍増に近いものになると予想される。 
 
セイタカイグチ （図） 
Aureoboletus russellii  (Frost) G. Wu & Zhu L. 
Yang 
従来は Boletellus キクバナイグチ属とされて来

たが、Wu et al. 2016b の系統解析によりヌメリコウ

ジタケ属に含まれるとされた。ただし、その解析で

は北米産標本のデータのみが供され、中国産、日

本産については明らかにされていない。筆者の解

析では日本産は北米産とは若干系統が異なり、新

たに学名を与え直す必要があると考えられる。 

 
 
ヌメリアシナガイグチ （図） 
Aureoboletus viscosus (C.S. Bi & Loh) G. Wu & 
Zhu L. Yang 
  = Aureoboletus liquidus Har. Takah. & 
Taneyama 
アキノアシナガイグチとして知られており、当初

はマレーシア産の Boletellus longicollis の学名が

適用されていたが、マレーシア産 B. longicollis と
日本産アキノアシナガイグチは明らかに胞子の大

きさが異なる点から、日本産は新種として報告され

新たに和名が提唱された（Terashima et al. 2016）。 

 
 



その後、Wu et al. 2016b において本菌は中国産の

Aureoboletus viscosus のシノニムであるとされた。 
 
ヒメヌメリイグチ （図） 
Aureoboletus viscidipes (Hongo) G. Wu & Zhu L. 
Yang 
当初はヌメリイグチ属の Suillus viscidipes として

報告された（Hongo 1974）。ヌメリアシナガイグチを

小型にしたような特徴を持ち、両者は近縁な関係

にあるのではないか疑われた。Wu et al. 2016b に

おいて Aureoboletus に組み替えがなされたが、中

国産標本のみを検討し日本産標本については触

れられていない。 

 
 
Baorangia G. Wu & Zhu L. Yang 2015  
ニセアシベニイグチ属 
日本から報告されたニセアシベニイグチをタイ

プ種として 2015 年に提唱された（Wu et al. 2016a）。
世界で 9 種が知られており、日本にはニセアシベ

ニイグチと未発表データではあるがもう一種分布し

ている。 
 
ニセアシベニイグチ （図） 
Baorangia pseudocalopus (Hongo) G. Wu & Zhu L. 
Yang 

 

1972 年に滋賀県産標本に基づき Boletus 
pseudocalopus として報告された（Hongo 1972）。
Wu et al. 2015 において新属 Baorangia のタイプ

種とされたが日本産標本は検討されていない。筆

者による系統解析では、滋賀県大津市、富山県黒

部湖畔および中国の標本は遺伝的に同一である

ことが確認できている。 

 
Boletus Fr. 1821  
ヤマドリタケ属 

管孔を有するきのこであればヤマドリタケ属

Boletus として扱われてきた歴史もあり、データベ

ースに登録された学名は 2,500 以上となっている。

最新の分類体系における狭義のヤマドリタケ属に

属する種は 50 種程度になるのではないかと考え

ている。日本産既知種は 4 種となっているが、いく

つか未報告の種が採集されているため、その数は

今後増えていくと考えられる。 
 
広義のヤマドリタケモドキの 1 つ （図） 
Boletus bainiugan Dentinger 

IndexFungorum の電子有効出版で新種として

報告された（Dentinger 2013）。Dentinger 氏は当

時、キュー王立植物園の学芸員で中国から持ち帰

った標本に基づき記載している。残念なことに、そ

の記載文の顕微鏡的所見には対物レンズの倍率

を誤認したと思われる誤った数値が記述されてい

る。日本でヤマドリタケモドキとされているものの大

半が B. bainiugan であろうと考えている。 

 
 
ムラサキヤマドリタケ （図） 
Boletus violaceofuscus W.F. Chiu 
胞子紋は黄褐色、担子胞子は偽アミロイドを呈

し、傘肉の厚さと比較して管孔が顕著に長い点は、

北米産 Boletus separans Peck ほか未記載の近縁



群と共有する特徴となっておりヤマドリタケ属として

は異質である。これらの一群は系統的にもヤマドリ

タケの近縁群とは異なるクレードを形成する。肉眼

的な変異の幅が非常に大きく、北陸のきのこ図鑑

に掲載されたブドウヤマドリタケ（池田仮称）は、種

内変異の範囲ではないかと疑っている。中国では

B. subviolaceofuscus B. Feng, Y.Y. Cui, J.P. Xu & 
Zhu L. Yang という姉妹種が報告され、胞子の大き

さに両者の相違が見られるとされた(Cui et al. 
2016)。日本でも複数系統存在することが疑われる

未発表データがあるが、その判別点は単に子実体

の色彩の相違ではないことが分かっている。 

 
 
シロヤマドリタケ（池田仮称） （図） 
Boletus cf. orientialbus N.K. Zeng & Zhu L. Yang 
北陸のきのこ図鑑に掲載されて以来、各地から

同様のイグチが見つかったとの情報が寄せられて

いる。ヤマドリタケモドキのアルビノではないかと疑

われたこともあるようだが、本菌はムラサキヤマドリ

タケに近縁な一群に含まれることが分かっている。

一番近いのは中国から報告された Boletus 
orientialbus （Zeng et al. 2014a）である。 

 
 
 

Butyriboletus D.Arora & J.L.Frank 2014  
アミアシイグチ属 
欧州産 Boletus appendiculatus をタイプ種として

北米のアマチュア研究者により提唱された。バター

ボリートと呼ばれるヤマドリタケ属アミアシイグチ節

に置かれていた種のいくつかが、Butyriboletus に
組み替えられている（Arora & Frank 2014）。世界

で 38 種が報告されており、日本産既知種はわず

か 1 種となっているが、いくつか未報告の種が採

集されているため、その数は今後増えていくと考え

られる。 
 
ミヤマアミアシイグチ （図） 
Butyriboletus aff. brunneus (= Boletus 
appendiculatus sensu Har. Takah.) 

高橋 1993 において和名と学名の組み合わせが

提唱された。記載文を伴っていないため、その正

体は不確定のままとなっているが、図で示した亜

高山帯に発生するものと同一であろうと高橋氏と合

意している。北米産 Butyriboletus brunneus に近

縁であることだけが分かっている。北陸のきのこ図

鑑に掲載されたものは、低地のコナラ、シイ林に発

生するとされており別の種であると考えられる。 

 
 
アカジコウ （図） 
Butyriboletus aff. pseudoroseoflavus (= Boletus 
speciosus sensu Hongo) 
長野県諏訪産の採集品に基づき学名は

Boletus pachypus Fr.として和名は諏訪の地方名ア

カジコウとして報告された（川村 1908）。その後、

Hongo 1971 によって、B. speciosus Frost として報

告された。胞子の幅は狭く 3–4 μm（川村 1908）、
3–3.5 μm（Hongo 1971）となっており、長野県各地

で採集した標本群もすべて同様の値を示している。

北陸のきのこ図鑑に掲載された標本は胞子の幅



はより広く 4–5.5 μm とされているため、別の種であ

ると考えられる。2022 年に中国から報告された

Butyriboletus pseudoroseoflavus（Wang et al. 2022）
は日本産アカジコウとほぼ同一であることが判明し

ている。 

 
 
Caloboletus Vizzini 2014  
アシベニイグチ属 

Index Fungorum の電子有効出版で先行研究の

系統解析結果を根拠として提唱された（Vizzini 
2014a）。タイプ種は Caloboletus calopus。世界で

28 種が報告されており日本産既知種は 3 種とな

っているが、いくつか未報告の種が採集されてい

るため、その数は今後増えていくと考えられる。 
 
アシベニイグチ （図） 
Caloboletus sp. (= Boletus calopus sensu 
Kawamura) 
日本産の系統的位置は、従来適用されてきた

欧州産 Boletus calopus とは異なり、北米産の

Caloboletus conifericola Vizzini に比較的近いこと

がわかっている。欧州産 Cb. calopus は柄の色が

鮮やかな赤色であるのに対し、日本産アシベニイ

グチは北陸のきのこ図鑑に描かれたように燻んだ 

 

赤色となっている。肉がメルツァー試薬で強いアミ

ロイドを呈する特徴は欧州産 Cb. calopus と同様で

ある。 

 
ナガエノウラベニイグチ （図） 
Caloboletus guanyui N.K. Zeng, H. Chai & S. Jiang 
     = Boletus quercinus Hongo  
滋賀県大津市産標本に基づき Boletus 

quercinus として報告された（Hongo 1967a）が、

1794 年に記載された B. quercinus Schrad. が存在

するため、B. quercinus Hongo はホモニム（別の種

に同一の種小名）で非合法名の扱いとなり、Chai 
et al. 2019 により Caloboletus guanyui の新名が与

えられた。系統解析には日本産標本は含まれてい

なかったが、中国産と日本産は遺伝的に同一であ

ることを確認している。 

 
 
Crocinoboletus N.K. Zeng, Zhu L. Yang & G. Wu 
2014  
ダイダイイグチ属 
シンガーポール産標本に基づき報告された

Boletus rufoaureus Massee （Massee 1909）をタイ

プ種として 2014 年に提唱され、Wu et al. 2014 の

解析結果が根拠であると書かれている（Zeng et al. 
2014b）。そこではシンガーポール産 B. rufoaureus
は検討されていない。世界で 3 種が報告され、日

本産は 1 種となっている。 
 
ダイダイイグチ （図） 
Crocinoboletus laetissimus (Hongo) N.K. Zeng, 
Zhu L. Yang & G. Wu 
滋賀県大津市産標本に基づき Boletus 

laetissimus として報告された（Hongo 1968）。Zeng 
et al. 2014b において Crocinoboletus に組み替え

られたが、そこでは日本産標本を検討しておらず、



中国産と日本産は遺伝的に同一なのかどうかさら

なる調査が必要である。Cr. rufoaureus と同定され

た中国産標本 HKAS59820 は、LSU 領域におい

て兵庫県産ダイダイイグチと 100％一致しており、

また Cr. laetissimus と同定された中国産標本

HKAS50232 は兵庫県産ダイダイイグチと同一で

はないため、Zeng et al. 2014b において誤同定が

なされていることは明らかである。 

 
 
Hongoboletus G. Wu & Zhu L. Yang 2023  
ホテイイロガワリ属 

日本から報告されたホテイイロガワリをタイプ種

として 2023 年に提唱された（Wu et al. 2023）。世
界で 2 種が知られており、中国には未報告の種が

もうひとつ存在する。日本にはホテイイロガワリ 1
種のみが分布する。属名は本郷先生に献名され

た。 
 
ホテイイロガワリ （図） 
Hongoboletus ventricosus (Taneyama & Har. 
Takah.) G. Wu & Zhu L. Yang 
長野県産標本に基づき Boletus ventricosus とし

て報告され（Takahashi et al. 2013）、Wu et al. 2023
において Hongoboletus に組み替えられた。そこで 

 
 

は長野県産、新潟県産標本が系統解析に供され

中国産と遺伝的に同一であることが示されている。

筆者の手元には富山県産標本が 2 つ保管されて

おり、石川県内にも発生することが予想される。 
 
Lanmaoa G. Wu, Zhu L. Yang, Halling 2015  
和名なし 
中国から新属新種として Lanmaoa 属、Lanmaoa 

asiatica G. Wu & Zhu L. Yang が報告された（Wu 
et al. 2016a）。世界で 12 種が知られており、日本

には未発表も含めて 4 種分布している。 
 
和名なし （図 18） 
Lanmaoa angustispora G. Wu & Zhu L. Yang 

Wu et al. 2016a において、Lanmaoa 属の新種と

して報告された。学会発表レベルではあるが日本

での分布も確認、報告されており（種山 2022）、現
在、正式な報告に向けて準備中である。福島から

広島まで本州の広い範囲に分布し、北陸では富

山県での発生を確認し標本を保管している。関東

や関西では普通に見ることができるという。 

 
 
ニオイバライロイグチ （図） 
Boletus cepaeodoratus Taneyama & Har. Takah. 
長野県産標本に基づき新種として報告された

（Takahashi et al. 2013）。まだ分類学上の手続きを

していないが、本菌は Lanmaoa 属であることを突

き止めている。本菌は当初 Singer 1986 の分類体

系に従いヤマドリタケ属アミアシイグチ節として記

載された。Index Fungorum では本菌の現行名は

Butyriboletus cepaeodoratus とされている（Vizzini 
2014c）。Arora & Frank 2014 では系統解析の結

果、いくつかのアミアシイグチ節の種を

Butyriboletus に組み替えたが、Vizzini はさらなる

系統解析を行うことなく、単に「アミアシイグチ節 = 



Butyriboletus」として組み替えを行なってしまったと

考えられる。北陸のきのこ図鑑旧版の 740 ニシキ

イグチ、757 アジナシアシベニイグチは、筆者が池

田標本を詳細に検討した結果、両者ともニオイバ

ライロイグチであったことが判明し、新版で修正さ

れ同一の種名が 2 箇所に掲載されることになった

（新版のカラー図版 79 と 82。本文 p160 と p164）。 

 
 
ミヤマイロガワリ （図） 
Boletus sensibilis Peck 

1880 年に北米から報告された種で日本にも分

布するとされてきた。まだ分類学上の手続きをして

いないが、本菌は Lanmaoa 属であることを突き止

めている。詳細な検討次第では、日本産は未記載

種であるという可能性もある。スパイスのような匂い

を有する点が特徴的である。 

 
 
Leccinum Gray 1821 ヤマイグチ属 

古くから用いられてきた属でデータベースには

323 の学名が登録されている。日本産既知種は 8
種ほどであるが、全く調べられていない未知種が

多く存在すると予想される。 
 
キンチャヤマイグチ  （図） 
Leccinum versipelle (Fr.) Snell 

金茶色の傘と柄の黒い粒点が印象的なヤマイ

グチ属の仲間。類似種に粒点が赤みを帯びたア

カエノキンチャヤマイグチ Leccinum aurantiacum
が存在する。両種の学名は欧州に産する種に与

えられたものであり、日本産キンチャヤマイグチ、

アカエノキンチャヤマイグチが、欧州産と同一であ

るかどうかはまだ明らかにされていない。 

 
 
Neoboletus Gelardi, Simonini & Vizzini 2014  
オオウラベニイロガワリ属 

Index Fungorum の電子有効出版で Boletus 
luridiformis Rostk.をタイプ種として提唱された

（Vizzini 2014g)。世界で 45 種が報告されている。

日本産既知種は 3 種となっているが 15 程度の未

報告種が存在することが確認されている（種山 
2020）。 
 
オオウラベニイロガワリ （図） 
Neoboletus aff. luridiformis (Rostk.) Gelardi, 
Simonini & Vizzini 
 = Boletus erythropus sensu Ito 
 = Boletus luridiformis sensu Imazeki 
本和名には欧州産 B. luridiformis の学名が適用

されてきたが、日本産は系統的に欧州産と同一で

はないため、新たに学名を与える必要がある（種山 
2020）。胞子の大きさは 13–18 × 5–7 μm（伊藤 
1961）で、25 を超える筆者所蔵標本もすべてその

数値の範疇であった。そこには兼六園で採集した

標本 2 つが含まれる。北陸のきのこ図鑑に掲載さ

れたケンロクエンウラベニイロガワリは子実体の類

型と胞子の大きさの所見によりオオウラベニイロガ

ワリであると考えられる。 
 



 
 
アメリカウラベニイロガワリ  （図） 
Neoboletus aff. luridiformis (Rostk.) Gelardi, 
Simonini & Vizzini 
 = Boletus subvelutipes sensu Hongo 

原色日本新菌類図鑑(Ⅱ)において和名と学名が

与えられた（長澤 1989）。アメリカ産と同一の種で

あることに由来した和名となっている。記載文を執

筆された長澤栄史先生に直接お聞きしたところ、

西日本産標本に基づいて記載したとのことであっ

た。筆者が、西日本で最もよく見られるシイ、カシ

樹下に発生する標本 10 余りを解析したところ、欧

州産 Neoboletus luridiformis の姉妹系統であるこ

とが、また北米産 Nb. subvelutipes とはやや離れた

系統であることが示唆された（種山 2020）。また北

米産 Nb. subvelutipes の柄の基部の特徴である赤

い毛（Smith & Thiers1971）は本菌には認められな

い。アメリカ産と同一でない以上は和名を改める必

要があると考えている。 

 
 
オオウラベニイロガワリ属の一種  （図） 
Neoboletus aff. subvelutipes Yang Wang, B. Zhang 
& Yu Li 
亜高山帯針葉樹林に発生し、日本産の類似種

の中では系統的に北米産 Neoboletus subvelutipes

に最も近い。本郷次雄先生も未発表の図版に長

野県乗鞍産の標本を描いている。Smith & Thiers 
1971 の Boletus subvelutipes のタイプスタディによ

れば、胞子の大きさは 14–18(–20) × 5–6.5(–8) μm
で、柄の基部に赤い毛があるとされている。いずれ

の所見も日本産標本とよく一致している（日本産の

胞子の幅はやや狭い）。アメリカウラベニイロガワリ

の和名は本菌に与えるのが相応しいと考えている。 

 
 
オオウラベニイロガワリ属の一種  （図） 
Neoboletus aff. sanguineoides (G. Wu & Zhu L. 

Yang) N.K. Zeng, Hui Chai & Zhi Q. Liang 
亜高山帯針葉樹林に発生する子実体全体が真っ

赤なイグチである。北陸のきのこ図鑑旧版にバライ

ロウラベニイロガワリとして掲載されたが、筆者が池

田標本の詳細を検討し池田先生に報告した結果、

新版ではハクサンウラベニイロガワリ（仮称）と改め

られている。北米産 Boletus flammans E.A. Dick & 
Snell に酷似しているため、タイプスタディを行いあ

らゆる形質を比較した結果、日本産との相違は胞 
子の大きさのみであった。2016 年に中国から報告

された Neoboletus sanguineoides（Wu et al. 2016b）
に近縁であることがわかっている。系統的に日本 

 
 



産、中国産、北米産は姉妹群を形成するのではな

いかと予想している。 
 
Rugiboletus G. Wu & Zhu L. Yang 2015  
アカヤマドリ属 

アカヤマドリをタイプ種として提唱された（Wu et 
al. 2016a）。世界で 4 種が知られており、日本産は

1 種のみとなっている。 
 
アカヤマドリ  （図） 
Rugiboletus extremiorientalis (Lj.N. Vassiljeva) G. 
Wu & Zhu L. Yang 

従来ヤマイグチ属 Leccinum として扱われてきた

が、新しい属 Rugiboletus に組み替えられた（Wu 
et sl. 2016a）。長野県内では孔口が褐色になる子

実体がしばしば目撃されているため、同様に褐色

の孔口を有する中国産 Rb. brunneiporus G. Wu & 
Zhu L. Yang とともに系統解析を行った。孔口が褐

色のアカヤマドリは Rb. brunneiporus ではなく、Rb. 
extremiorientalis のクレードに含まれることが示唆

された。結果、アカヤマドリは孔口が褐色になるこ

とがあると結論された（種山 2025）。 

 
 
Sutorius Halling, Nuhn & Fechner 2012  
ウラグロニガイグチ属 
北米産 Boletus robustus Frost をタイプ種として

提唱された（Halling et al. 2012）。世界で 14 種が

知られており、ほとんどが過去 10 年以内に報告さ

れた。日本産は 1 種のみとなっている。なお、B. 
robustus は後発のホモニムであったため新名とし

て Boletus eximius Peck が与えられている。 
 
ウラグロニガイグチ  （図） 
Sutorius eximius (Peck) Halling, Nuhn & 
Osmundson 

1887 年に Boletus eximius Peck として北米から

報告された。1909 年に Ceriomyces eximius、1947
年にニガイグチ属として Tylopilus eximius、1973
年にヤマイグチ属として Leccinum eximium などが

提唱されてきたが、現在はウラグロニガイグチ属

Sutorius に置かれている（Halling et al. 2012）。Li 
& Yang 2021 には、肉眼的特徴が酷似している中

国産の 5 種が掲載されているが、日本でも同様に

いくつかの種が混在している可能性が非常に高い。 

 
 
和名なし 
Tengioboletus G. Wu & Zhu L. Yang 2016  
中国産 Tengioboletus reticulatus をタイプ種とし

て提唱された（Wu et al. 2016b）。世界で 4 種報告

されており、その全てが中国産であるが、今後、そ

の数は増えていくと予想される。日本産は 2 種に

なる見込みとなっている。 
 
キアシヤマドリタケ（池田仮称）  （図） 
Tengioboletus aff. fujianensis N.K. Zeng & Zhi Q. 
Liang 

2018 年に中国から報告された Tengioboletus 
fujianensis（Zeng et al. 2018）に非常に近く同一で

ある可能性もある。柄に明瞭な網目を有し、肉は

黄色で変色性を欠き、未成熟子実体では孔口は 

 
 



黄色の菌糸で塞がれる。北陸のきのこ図鑑のニッ

ケイアミアシイグチ（仮称）は、本菌の変異の範囲

ではないかと考えている。北米産 Boletus auripes 
Peck は本菌に酷似しており、いずれ Tengioboletus
に組み替えられると予想される。 
 
コガネヤマドリ  （図） 
Boletus aurantiosplendens T.J. Baroni   
（? Tengioboletus glutinosus G. Wu & Zhu L. Yang） 

現在、本菌に適用されている学名 Boletus 
aurantiosplendens は北米産の種であるが、ITS 領

域を見る限りでは日本産と遺伝的に同一であると

は言えない。子実体の類型は 2016 年に中国から

報告された Tengioboletus glutinosus（Wu et al. 
2016b）に酷似している。Wu らは ITS 領域の塩基

配列を取得していないため、日本産との遺伝的な

比較はできていない。 

 
 
Tylopilus P. Karst 1881  
ニガイグチ属 

古くから用いられてきた属でデータベースには

246 の学名が登録されている。近年の分類体系再

編成により狭義のニガイグチ属の種数は半分以下

になるのではないかと予想している。欧州には属

のタイプ種であるニガイグチ Tylopilus felleus  
(Bull.) P. Karst.のみが分布しており、ほとんどの種

が北米、アジアから報告されている。日本産既知

種は 16 種ほどであるが、全く調べられていない不

明種が多く存在している。 
 
ニガイグチモドキ  （図） 
Tylopilus neofelleus Hongo 

滋賀県大津市産標本に基づき報告された 
（Hongo 1967b)。色彩の変異が非常に大きく、傘の

色は黄褐色、褐色、紫褐色、オリーブグリーン、柄

の色は赤紫色、黄褐色、褐色となり、孔口面は通

常紫色であるが、色素を欠きほとんど白色に見え

ることもある。担子胞子は独特な形状で上部から下

部にむけて細くなるという特徴を持つ。中国産

Tylopilus microsporus S.Z. Fu, Q.B. Wang & Y.J. 
Yao は本菌のシノニムであることが報告された

（Gelardi et al. 2014b）。 

 
 
ウスキニガイグチ  （図） 
Tylopilus alkalixanthus Halling & Amtoft 
コスタリカ産標本に基づき報告された（Amtoft et 

al. 2002）。写真家の大作晃一氏が提供した山梨

県産標本が供試されており、コスタリカと日本に隔

離分布するとされている。肉がアルカリで黄色に変

色する特徴を有し、種小名はその特徴を意味して

いる。コスタリカ産と日本産が遺伝的に同一なのか

は、GenBank にコスタリカ産標本の塩基配列が登

録されていないため、検証することはできていない。 

 
 
最後に 
イグチ科の種数は 150 近くが知られているが、

未だ最新の分類体系に準じた正式な報告は全く

なされていないのが現状である。今後も最新の動

向を注視しながら、正式な報告に向けて活動して

いきたいと考えている。 
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